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○はじめに  

 

「人の寿命は無常なり。出る気は入る気を待つ事なし。風の前の露、尚譬えにあら

ず。かしこきも、はかなきも、老いたるも、若きも定め無き習いなり。されば先ず臨

終の事を習うて後に他事を習うべし」（妙法尼御前御返事） 

 

とは日蓮聖人のお言葉です。 

 人の命は常無らず。どんな人間であっても、人は必ず死ぬものです。しかし、いつ

死ぬのかは誰にも分かりません。だから、先に死を迎えた時の準備を整えてから、 

安心して生を愉しみましょう。 

 このノートはその準備を手助けしようと作られたものです。まだまだ私には必要 

ないとお考えの方も多いでしょう。風邪を引いたとき、身内を亡くしたときといった

少しでも「死」を身近に感じたときに、書き始めるというのでも構いません。 

 右記の注意と各項目の説明を読みながら、少しずつでも書き進めていただければと

思います。 

 

 

平成 24年 8月吉日  

大立寺 今井利幸 

 

 

  

大立寺 
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※『霊山への旅立ち』を書くにあたって  

 
 分かる箇所だけ、分かる範囲で、書きたいだけ書いて下さい。しかし、遺された者に 
分かるようにという心掛けは忘れないようにしましょう。 

 このノートは、ご自身の責任で大切に保管して下さい。大体書けましたら、その旨一言 
住職にお伝え下さい。保管されていることはお寺として記録しておきます。 

 正しい方法で封印していただいた場合は、お寺に保管を任せてもらっても構いません。 
必要となる時まで、そのまま大切に保管致します。 

 内容を変更したい場合は、いつでも何度でも書き直すことが可能です。お寺が保管して 
いる場合は、ご本人の請求によりいつでもお返しすることができます。 

 「７．財産について」は、相続など法律にも少し関わってきますので、そのページの説明
は特によくお読みになってお書き下さい。 

 書き終わりましたら、表紙に「作成年月日」と「氏名」をご記入下さい。 

 

 

○目次  

 

１．自分について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

２．自分史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

３．親戚について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

４．友人・知人について・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

５．遺される者へのメッセージ・・・・・・・・・・・・ ９ 

６．今後のこと 

      ⅰ）「老い」と「病」と「死」について・・・・・・・11 

     ⅱ）「葬儀」について・・・・・・・・・・・・・・・12 

      ⅲ）墓地について・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

     ⅳ）仏壇について・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

７．財産について・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

８．メ モ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

  

大立寺



- 3 - 

（言葉や音楽 etc.） 

信仰信条 

１．自分 について  

 

 名 前
ふ り が な

                雅号        通称         

 生年月日      年   月   日  血液型     型 

 出 生 地 〒   －                              

                                           

 現 住 所 〒   －                              

                                         

 本 籍 〒   －                              

                                         

 学 歴                                    

 結 婚 歴                                    

 職歴・役職                                    

 資格・免許                                    

 趣 味                                    

 性 格                                    

 好きな物                                      

                                         

 生活信条、                                    

                                         

 病 歴                                    

                                         

 そ の 他                                    

                                        

大立寺 
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２．自分史  

・各時代のご自分の「ご様子」、「遺していく人達に伝えておきたいこと」、「思い出」をお書き下さい。 

・「幼き日の私」「小（中・高等）学校時代の私」「大学時代の私」「仕事を始めてからの私」などと時代

を分けて、「うれしかったこと」「辛かったこと」「楽しかったこと」「悲しかったこと」というように箇条書きに

していくと書きやすいです。 

 

                                            

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

大立寺
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３．親戚について  

・下の枠の中に、以下の注意をよくお読みになって、家系図をお書き下さい。 

（注１）自分と配偶者を中央に書いてから始めて下さい。 

 （注２）男性は△、女性は○のように、男女のマークを使って下さい。 

（注３）このマークの中に自分から近い順に番号を振っていって下さい。この番号は、12 ページ「葬儀に 

来てもらいたい親戚・友人」でも使用します。 

 （注４）家系図が書けましたら、枠の下の欄に、家系図の番号順に「続柄」「名前」「住所」「連絡先」 

を書ける範囲でお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 続柄   名前           住所              連絡先    

 １   父                                       

 ２   母                                       

 ３                                           

 家 系 図   サンプル  

大立寺 
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番号 続柄   名前           住所              連絡先    

 ４                                           

 ５                                           

 ６                                           

 ７                                           

 ８                                           

 ９                                           

１０                                          

１１                                          

１２                                          

１３                                          

１４                                          

１５                                          

１６                                          

１７                                          

１８                                          

１９                                          

２０                                          

２１                                          

２２                                          

２３                                          

２４                                          

２５                                          

大立寺



- 7 - 

４．友人・知人について  

・下の欄に、友人・知人の「名前」「住所」「連絡先」「備考（何の友達かなど）」を書ける 

範囲でお書き下さい。 

・番号の若い順に親しい友人というつもりでお書き下さい。 

・この番号は、12 ページ「葬儀に来てもらいたい親戚・友人」でも使用します。 

・年賀状でのやり取りやパソコンの住所録があるなど、別で連絡先が分かる場合は、備考欄にその旨と 

名前のみお書き下さい。 
 

 １  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

 ２  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

 ３  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

 ４  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

 ５  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

 ６  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

 ７  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

大立寺 
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 ８  名前           連絡先(自宅・携帯)                    

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

 ９  名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

１０ 名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

１１ 名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

１２ 名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

１３ 名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

１４ 名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

１５ 名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

１６ 名前           連絡先(自宅・携帯)                   

  住所 〒                                    

   備考・関係                                   

大立寺
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５．遺される者へのメッセージ  

・自分が亡くなったとき、親族・友人に伝えたいことをお書き下さい。 

・この部分は、希望があれば葬儀・告別式に見てもらえるようにします。 

□見てもらいたい   □その他の希望                       

・４行ずつ区切ってありますが、行を無視して書いて頂いて構いません。 

・「○○さんへ」、「△△ちゃんへ」という書き出しで始めて下さい。 
 

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

大立寺 
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大立寺
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６．今後のこと  

以下の項目について、ご自身の希望を、チェック（）するか空欄にご記入下さい。 

ⅰ）「老い」と「病」と「死」について 

 介護をしてもらいたい場所と人 

 □自宅   □病院や施設   □介護してもらう人に任せる 

 ・希望する病院や施設があればご記入下さい。                   

 ・誰 に ？                   

 不治の病や余命の告知 

 □すべて告知してほしい    □すべて告知しないでほしい 

 ・その他の希望                                  

                                          

 尊厳死（単なる延命のための治療を拒否し迎える死）に対する意思 

 □尊厳死を希望します     □尊厳死を希望しません 

・その他の希望                                  

                                          

 看取られたい場所 

□自宅   □病院や施設   □特に希望はありません 

・希望する病院や施設（ホスピスケアの出来る専門施設など）があれば以下にご記入下さい。 

                                         

※ホスピスケア…一人一人の命に寄り添い、身体的・精神的苦痛を和らげることで、 

最後まで自分らしく生きていけるように、様々な援助を行うこと。 

 

 臓器提供、献体に対する意思 

 □臓器提供を希望します    ・ドナーカードの有無  □有り □無し 

□臓器提供を希望しません 

※2010 年 7 月 17 日よりドナーカードが無くても（本人の臓器提供の意思が不明な場合でも）、 

家族の承諾があれば臓器提供できるようになりました。 

 

 □献体を希望します      □献体を希望しません 

※献体には、生前に肉親者の同意のもと「献体登録」が必要です。住所地にある医科大学（大学 

医学部）か歯科大学（大学歯学部）、または、（財）日本篤志献体協会（03-3345-8498）から 

お申し込み下さい。 

大立寺 
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ⅱ）「葬儀」について 

 菩提寺  日蓮宗 長唱山
ちょうしょうざん

大立寺
だ い り ゅ う じ

 

       ℡075-581-0056 

       〒607-8008 京都市山科区安朱東海道町 56 
 

 希望する葬儀会場 

□自宅  □寺院  □葬儀社 社  名：                      

               連 絡 先：                      

          ・事前申込の有無：□無し □有り（内容：          ）  
 

 喪主の希望 （無縁になられる方は特に記入して下さい） 

 □名前：          続柄：            □特に希望はありません 
 

 法号（戒名）について 

 □受戒している     年  月  日    □まだ受戒していない 

 ・法号について希望（使ってもらいたい漢字など）があれば以下にご記入下さい。 

                                           
 

 行
ぎょう

衣
え

（経
きょう

帷子
かたびら

）の有無 

 □無し 

 □有り  ・仕舞ってある場所            
 

 葬儀に来てもらいたい親戚・友人（５，６ページと７，８ページの番号も用いて下さい） 

 ・ 親 戚                                     

 ・友人・知人                                    

 

 家紋について 

 ・家紋のデザイン            ・家紋の名称                

 

 

誰かが亡くなられた場合は、何時でも構いませんので、
まずお寺にご連絡下さい。 

公正証書を用いた契約により「任意後見人」を定めることができます。判断能力が低下した時に、
予め決めておいた内容に従って、身上看護や財産管理などを代理してもらえます。特に将来無縁と
なられる方は検討されてもよいかと思います。詳しくは住職にお尋ね下さい。 

行衣とは、背中の部分に御題目を中心にたくさんの文字が書か
れた白い衣で、寺院にお参りして御朱印を押してもらう物です。 

弔辞をしてもらいたい方がいる場合は、上記のその方の番号を○で囲んでおいて下さい。 

家紋の写真等がある場合は、それをこの冊子と
共に提出して頂ければ結構です。 

大立寺
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 葬儀関連費用について 

□特に用意していない 

□用意している    ・         円 

           ・用途：                           

※無縁になられる方で、大立寺永代供養塔「霊山廟」への申込の際に、葬儀並びに年回忌法要布施

や没後の諸費用まで支払われた場合は、以下の各欄にチェックを入れて下さい。詳細は申込書の「控え」

をご参照下さい。 

 □葬儀並びに年回忌法要関連布施        ・         円 

 □葬儀費用（葬儀社支払分、本堂での葬儀の場合は本堂庫裡施設使用料含む） 

                        ・         円 

 ※葬儀社に事前申込をし、葬儀社支払分の全部または一部を葬儀社に支払われている場合は、 

その旨と金額を以下にご記入下さい。 

  備考：                                      

 □自宅等片付け諸費用、事務手数料等      ・         円 

  備考：                                      
 

 その他、葬儀・告別式に関するご希望があれば以下にご記入下さい。 

 ・                                         

 ・                                         

 ・                                         

 

 
 

☆ 参考 『 葬儀の流れ 』 ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※葬儀・告別式は、あくまで遺された者が、亡き人のために行う法要ですので、ご希望通りにならない 
ことがあることはご留意下さい。 

・近親者に連絡 
・医師より死亡診断書を受け取る 
・区役所へ死亡診断書を持って死亡届提出、 
火葬許可証を受け取る 
・自宅以外で亡くなられた場合は自宅へ搬送 

臨終 お寺・葬儀社へ連絡 枕経（ご遺体の枕元での読経）

お寺・葬儀社と通夜・葬儀についての打合せ 

親戚・知人・町内等連絡 納棺（お棺にご遺体を納める）

通夜 葬儀・告別式、出棺 斎場(火葬場)→拾骨 はい葬（ご遺骨に対する読経） 

仕上げ(会葬者への御礼と料理の振る舞い)

・初七日忌～七七日忌と初月忌、百ヶ日忌 
・七七日忌＝忌明け（満中陰） 
・初七日忌を繰り上げて「はい葬」の後に行うことがある

事務手続き、遺品整理 

・住職と相談し、忌明け後のいずれかの日に行う 
・七七日忌または百ヶ日忌に行うことが多い 

逮夜 納骨 

これ以外に、近隣への挨拶や忌明け
挨拶状、香典返しの発送などがある。

金額欄の記入は自由です。また、「御布
施として」や「葬儀社支払分も含む」など
と分かる範囲で用途をご記入下さい。 

大立寺 
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ⅲ）墓地について 

・本家の場合は、本家のお墓に入ります。分家の場合は、新しく墓地を購入しお墓を作る必要があります。 

・分家でも、将来無縁になるなどの理由で、本家に認めてもらっている場合は、本家のお墓に入れてもらう 

ことも可能です。 

・既婚女性は基本的に嫁ぎ先のお墓に入ります。 

・将来無縁になられる方は、大立寺永代供養塔「霊山廟」に入ることもお考え下さい。 

 納骨できる墓石・墓地の有無 

・墓石  □有り            ・墓地名（住所）             

     □無し   ・墓地 □有り                       

               □無し  ・希望の墓地（住所）           

                                         

 
 

 大立寺永代供養塔「霊山廟」申込の有無 

□有り  □無し 

□いずれ申し込みたい                               

 ※「娘の次の代で」など具体的にいつ頃か分かっている場合は上の欄にお書き下さい。 

※申し込まれている方は、この冊子と一緒に、申込書の「控え」を保管しておいて下さい。 

※別に墓石をお持ちで、将来無縁となるため「霊山廟」へ納骨される方は、既存の墓石と墓地を抜魂 

のうえ、御遺骨（または土）を取り出し、その御遺骨と共に納骨することになります。その後、墓地は更地に 

し、墓地の管理者に返還します。その時期などについては、その墓地の管理者と住職にご相談下さい。 

 

 分骨の希望 

□身延山への分骨を希望します。 

□その他の希望                                  
  

ⅳ）仏壇について 

 新しくお仏壇を購入される方はその際のご希望を、お仏壇をお持ちで将来無縁になられる
方はその際のご希望を、その他お仏壇に対するご希望があればご自由にお書き下さい。 

 
 ・                                         

 ・                                         

 ・                                         

 ・                                         

 ・                                         

希望の墓地がある場合はお書き下さい。”大立寺永代供養塔「霊山廟」”と書いて頂いても構いません。

大立寺
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７．財産について  

・遺された者たちが、後々に整理をしやすいように、お持ちの財産を箇条書きにして下さい。 

・見知らぬ人に見られると危険な項目です。記入の際は、この冊子の保管には十分に気を付けて下さい。 

 危険と感じる場合は、保管場所等を書く必要はありません。 

・財産として考えられる物には次のような物があります。 

不動産（土地・建物）、預貯金（郵便局、銀行、信用金庫など）、上場株式に関する書類・報告書、

その他の動産（時計、宝石類、洋服など）、保険（生命保険、医療保険など）、年金（国民・厚生・

共済年金）、借金など負の財産。 

・写真や着物、賞状など形見分けしたい物もあればお書き下さい。 

 

※亡くなられた後の財産の処分「相続」「遺贈」などについては、別に「遺言」を作ることをお勧めします。 

その際は、この項目も参考にして、作成して下さい。 「遺言」の書き方や雛形など詳細は、住職にお尋ね 

下さい。別に資料（「遺言」作成の注意点）も用意しております。 

 

◇別に遺言を  □ 作成していない 
□ 作成している （保管場所：               ） 

              □自筆証書遺言   □公正証書遺言   □秘密証書遺言 
 

・例を参考にして以下の欄にご記入下さい。 
 

   財 産 名        保 管 場 所         備     考      

例)1．土地       ○   △  ×番地      権利証は○○銀行の貸金庫に預けてある  

  2．○○作の絵画   玄関の壁に掛けてある     △△年に××氏より頂く        

  3．△△銀行の通帳  ××のタンスの□段目                   etc.   
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   財 産 名        保 管 場 所         備     考      
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８．メモ  

・各項目で書ききれなかったことや、覚え書きなどを書くスペースとしてご自由にお使い下さい。 
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インド霊鷲山より御来光を仰ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

霊霊山山へへのの旅旅立立ちち  
～大立寺オリジナルエンディングノート～ 
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